
　　　愛するひとを守るため、大変だけど

「おうちでマスク」
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

にご協力をお願いしますにご協力をお願いします

誰が感染しているかわからない !? から
こんなときは、「おうちでマスク」

〇感染リスクの⾼い場所にやむを得ず⾏ったとき
〇⾃宅に⾼齢者や基礎疾患のある家族がいるとき
〇発熱など「体調が悪いかも」と思ったとき

マスクの取り扱い

にも注意が必要です ▶使⽤したマスクの表⾯には触れないようにしましょう

▶外した後は、忘れずに⼿洗いをお願いします

感染予防のために家庭でできるこんなこと
▶家族間で感染させないために、マスク以外でもできることはあります。
 できることからやってみましょう

 ①不要不急の外出を控えましょう
② 換気と⼀緒に加湿を⽋かさないようにしましょう。
③ ⾷事の際は、正⾯を避けて斜めの位置に座るよう

に⼯夫しましょう。
④ ⾼齢者の場合マスクをしていると喉の渇きに気付きにくくなり、

冬でも脱⽔症状になりやすくなります。意識的に⽔分補給をして
ください。

※参考　新型コロナウイルスに関するＱ＆Ａ：厚生労働省ホームページほか
■問合せ　町保健センター　☎296-2530

もしも 発熱などしたら・・・
受診するための３ステップ

▶まずは、かかりつけ医に相談。かかりつけ医で対応できない場合には

❶ 医療機関を検索 ❷受診の予約 ❸受診
　新型コロナとインフルエンザ
両方の診療ができる「埼玉県指
定　医療・検査医療機関」を検
索システムからお探しください。

　他の症状の患者さんとの接触
を避けるため、医療機関ごとに
発熱患者専用の受付時間を設定
しています。必ず
事前に予約してく
ださい。

　必ず予約した病院で受診して
ください。受診の際は必ずマス
クをしましょう。また公共交通
機関の利用は控えましょう。
　検査は医師が必要と認めた場
合に行います。漠然とした不安
がある、陰性証明がほしいとい
う理由では検査できません。

▶ ▶

 埼⽟県 診療・検査医療機関 検索

◀ 県指定診療・検査医療
機関はこちら

受診先の確認・受診を迷う場合 受診先の確認・⼀般的な質問

☎ 048-762-8026 ☎ 0570-783-770
ＦＡＸ 048-816-5801
埼⽟県受診・相談センター
⽉〜⼟曜、祝⽇ 午前 9 時〜午後５時 30 分

ＦＡＸ 048-830-4808
県⺠サポートセンター
24 時間・年中無休

町保健センター ⼩河保健師

　　

　 　
　 　

衛⽣⽤品を配布しました︕

⼿洗い、消毒、マスク着⽤など、
基本的なことを続けること
が何より⼤事です。

町保健師
より　町では、新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言を受け、町

内で集団感染が起こらないようにするため、1月 14日（木）と 15日
（金）にアルコールハンドジェルとハンドソープを、町内の小・中学校、
幼稚園、保育園、学童保育所などに計 216 箱、町内福祉施設に計 531
箱を急きょ配布しました。町公共施設等でも感染予防対策に役立てて
いきます。
　なお、この衛生用品は、銀座ステファニー化粧品株式会社より、新
型コロナウイルス感染症対策に役立ててほしいと、埼玉県に寄贈の
あったものを町でいち早く入手し、活用したものです。

緊急事態宣⾔を受けて町内の⼩・中学校、福祉施設等に

◀ ▲寄贈いただいたア
ルコールハンドジェ
ルとハンドソープ。
計1,044箱を寄贈い
ただきました。

鳩⼭⼩学校 渡邊 教頭 デイサービス ねむの⽊ 成塚 管理責任者

 コロナ禍で困っている中、
⼼遣いに感謝しています。今、
学校で⼀番必要なものをいた
だきました。このような愛情
をうけて育った⼦どもたちが、
⼤⼈になったときに助け合い
の輪を広げてくれると思います。

教

 コロナがなかなか収まらな
い中、今回の寄贈はとてもあり
がたいです。⾼齢者が多くいらっ
しゃる施設として、この衛⽣⽤
品を活⽤して、今まで以上に⼿
洗い、消毒などの予防対策をし
ていきたいと思います。

広報はとやま2021.2月号 広報はとやま2021.2月号
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新型コロナウイルス感染症 感染予防対策にご協⼒ください


